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ffva化 を，医脹的お よび 顕 微 鋤 ￥並蕘 ヵ ち訂 べ ，そ

の 大 きさや重 量が春，秋の候に 頂点を作 り， 夏 ． 冬

の 候 に 谷をなす 2 山型の 変化をする こ と を知 っ た 。

　 今回 は 雌性生殖腺に つ い て 同様な こ と を試 み た
。

すなわ ちヘ マ トキ シ リ ン ・エ オ ジ ン で 二 重染 色 し た

卵巣 の 連続切片 を検鏡 ， ミ ク ロ メ ータ ーで 卵巣 の 大

きさ ， 卵胞の 大 きさ を測定し た 。 そ の 結果 これ らの

大 きさ は 雄 よ りも 1
，
2 ヵ 月遅 れ て 頂 点が見 られ る

2 山型 の 変化 をす る こ と を知 っ た 。 谷 に あた る 点は

雄 と一
致 し て 1 月 と 7 月 で あ っ た 。

　生 後 10 日令 の 幼仔 の 卵巣 に は ，
2

，
3 層 の 卵胞 細

胞 層 を有す る 卵胞 が ， 日 令 50 日 の もの で は 大 きな

卵胞 が あ る が ， 未 だ 空胞 は 生 じ な い
。 老 令 の もの に

は 結合組織 と， 卵細胞 を欠 く小 さな退化 卵胞 を多数

認 め る。

　黄体 の 数 （13 例 ） は 左右 の 卵巣 を合 わ せ て最大

14
， 最小 3 個 ， 懐 胎数 は 5 壽 よぴ 6 で あ っ た。

志 賀高原 にお けるネズ ミ相の

　　 季 節的変化 （予報）

宮尾嶽 雄 ・赤羽啓栄 。酒井秋男 ・大石康弘 ・

小穴広光 ・西 野武久
・山 下幹 夫 ・柳 平坦徳

　　 （信 州大 ・医 ・解 ， 信州大 ・教 ・生）

　 1） 1962 年 10 月お よ び 1963 年 4− 8 月に わ た

っ て 本 州中部 上 信越高原国立 公 園の 中心 地で あ る志

賀高原 に お い て ， ネ ズ ミ お よ び食 虫類 の 採 集 を行 な

っ た 。
2） こ の 地域 に は ド ブネ ズ ミが 圧倒 的rc多 く

採集総数の 49．5％ を占め ，そ の ほ か ヒ メ ネズ ミ ，

ア カ ネ ズ ミ，ヤ チ ネ ズ ミ，ハ タ ネ ズ ミ ， ヒ ミ ズ ， ヒ

メ ヒ ミ ズ ， 　トガ リネ ズ ミがみ られた。
3） ドブ ネ ズ

ミは 旅館 や ヒ ュ ッ テ が 存在す る地域に は ど こ に もお

り海抜 2300 　”t の 横手山山頂 に も分布す る 。
4） ド

ブ ネ ズ ミは い ずれ の 地域 に お い て も夏 か ら秋 に か け

て 著 し く個体数 を増す 。
5） ドブネ ズ ミ の 越冬個体

は 中等度 の 個体 か ら成 り．春早 くよ り繁殖 を開始 し ，

少な くと も秋 ま で は 統 く。 6） ド ブ ネ ズ ミ で は 精巣

の 大 きさ に 季節 的変化が み られ な い が ， ア カ ネ ズ ミ

及び ヒ メ ネ ズ ミ で は 8 月以後著 し く精 巣 は 縮 少す

る 。
7） 志 賀高原 に は 局部 白変型の ドブ ネ ズ ミが し

ば しば み られ る 。

本州八ケ 岳低山帶及 び亜高山帶の

　　　 ネズ ミ及 び食虫類

鯔

宮尾嶽雄・両角徹郎・両角源美・赤羽 啓 栄 ・酒井秋 男

（信 州大 ・医 ・解 ， 長野 ・
岡谷南中 ， 長 野 ・岡谷西中，

信 州大 ・教 ・生）

　 1962 年 4− 12 月及び 1963 年 1− 10 月 に わた っ

て，本 州八 ケ 岳 の 小哺乳 類 の 採 集を行 な っ た 。 低 山
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

帯草原 に は ハ タ ネ ズ ミ ． 濶 葉樹林に は ア カ ネ ズ ミ ・

ヒ メ ネ ズ ミ ・ヒ ミ ズ がすむ 。 亜 高山帯森林 に は ヤ チ

ネ ズ ミ ・ヒ メ ネ ズ ミが多 く， ス ミ ス ネ ズ ミ ・ヒ メ ヒ

ミ ズ ・トガ リネ ズ ミが すむ 。 ス ミ ス ネ ズ ミは 局所 的

に 集中 した 分布 を示す。ヤ チ ネ ズ ミ ・ヒ メ ネ ズ ミ と

も 7−一一8 月 を除 h て 雄が多 く とれ る
。 また ， 繁殖 は

6 月を ピーク とす る 年 1 回 で，精巣は 9 月以後著

し く大 き さ を減ず る 。 亜 高山帯 に お い て は ， 春一
夏

ICは ヒ メ ネ ズ ミが，秋一冬 に は ヤ チ ネ ズ ミ が 多 く と

れ る
。 平均胎仔数 は 次 の 如 くで あ る 。 ア カ ネズ ミ

5・7
， ヒ メ ネ ズ ミ 4・0，ヤ チ ネ ズ ミ 3．1，ス ミ ス ネ ズ

ミ 2・3
，

ハ タ ネ ズ ミ 4。2
， ヒ ミ ズ 4．5

，
ヒ メ ヒ ミ ズ

3．7
，　 トガ リネ ズ ミ 4．4

。 ス ミス ネ ズ ミの 乳頭式 は

1＋ 0＋ 2 又 は O＋O÷ 2 で あ る が，1963 年 に は 後者

の 乳 頭式を もつ 個体 が多 く， 胎 仔数は 減少し た 。

中部山岳北 ア ル プ ス 産 の食虫類につ い て

植木忠夫 （富 山 大 ・文 理 ・生）

　演者 は ，今泉吉典 氏 ら と立 山山系お よび そ の 周辺

地域 産食 虫類 の 調査 を実施 し た 。

　 トガ IJ ネ ズ ミ科に属する もの に は ，シ ロ ウ マ トガ

リネ ズ ミ ・
ア ズ ミ トガ リ ネ ズ ミ ・ホ ン シ ュ ウ トガ リ

ネ ズ ミ ・ア カ イシ トガ リ ネ ズ ミの 4種類 ， モ グ ラ科

lC属す る もの に は ，ホ ン シ ュ ウ ヒ ミ ズ ・ ヒ メ ヒ ミ ズ ・

ミ ズ ラ モ グ ラ の 3 種類が 採 集さ れた。

　 こ れ らの 5ち ， ヒ メ ヒ ミ ズ の よ うな移動性の 弱 い

原始的 な 種類は ，中生 代や 先中生代 の よ うなk 較的

に古 い 地質地域 の み に 出現 し て お り， 移動性 の 強い

トガ リ ネ ズ ミ の なか ま は ，第 四 紀 ま た は 第 三 紀 の よ

うな 比 較的に新し い 地 質地域 と古 い 地 質地域 と に 出

現 し た。

　大日 岳産の ヒ メ ヒ ミ ズ は ， 尾率が 64− 68 に も達
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し て お り，針 の 木谷産 の ア ズ ミ トガ リ ネ ズ ミは ， 別

種 で は な い か と思わ れ る ほ ど，頭骨 の ずば ぬ け て 大

きい もの が 採集 さ・れ た 。

　太 郎 山 で は ，
9 月 24 日 （1962） に 妊娠個 体例が

得 られ た 。

無 人 島に放 され たる豚 の 野生化 につ い て

影 山 藤作 （国 士 館大）

　明治 33 年官幣大社台湾神社奉 祭 の 時 ， 同 大妃北

日 川宮が御参列 の 帰途，琉球 に御立寄 られ，豚 を受

け ら れ ，御召艦 吉野 tcて 御生家宇和島湾 に 入 ら る
。

伊達宗陳 候 こ れ を愛援県西海町鹿島に放つ
。 そ の 豚

の 性質が野生化 し て ， 人が近 づ けば ， お そ い か か る

に 至 れ り。 豚 は 野猪 を人 が飼育し て ，家畜化 し た る

もの と い う。野猛が人 に か か る 場 合は ，一
応手傷 を

受け た る もの と，仔 を連れ て い る もの は 危険な りと

い う。 今 こ の 鹿 島 に 放 た れ た る豚 は 撃 た れ た とい う

こ と も な く，仔 を連 れ て い る と い うの で もな くて t

入 に か か る と い う。
こ れ は 野猪 と雑種 とな り，荒 く

な りた る た め と推定 し，伊達候 よ り余 に 贈 られ た 其

頭部 ， 前 肢 ， 後 鮫 ，尾を 見 た る所，毛 色は 純 黒 に し

て ， 頭骨 は 矢彊豚型 で あ り， 雑種 とい う点 は 判然 と

せ ず，こ h は 人家 か ら離 れ て 生 れ ， 未 だ 人を見た事

な き仔豚 が，人 を恐 れ て とび か か る よ うに な っ た も

の か ，ま た人 に 捕 えられ た経験 に よ る もの か と考え

ら る 。

エ ゾヤ チ ネズ ミの とれ 方

る 個体以 上 の 生 艮段階の もの だけで あ る 。
こ の よ う

で あ っ て は 毎 月 の 捕 獲数か ら だ け で 生存曲線や 生 命

表を つ くる こ とは で きな い
。 捕 えられたネ ズ ミの 体

重 お よ び月 k の 雌 の 妊娠，出産，哺乳 の 状態 とか ら，

各ネ ズ ミの 出生月を推定すれば，あ る 月 に 存在 し た

乳 ば な れ 以 上 の 段階の ネ ズ ミ の 総数 を推定す る こ と

が で きる 。

高知 県宿 毛地 方の ドブネズ ミ

　　大発 生個体群の 特質

田 中 亮 （高知女子大 ・動）

　本地方の ド ブ ネ ズ ミ大発 生 は ，
1949年愛媛 県戸島

に 始 っ て ，そ の 後慢性的症状 を呈す る 同県西 南海 岸

地方の 鼠禍 の 南遷拡大現象 と み られ る
。 従 っ て こ れ

は 四 国西南部海岸地方 に 共通な生態系 と住民 の 生 活

様式 に 深 い 関連 の あ る 風土 病的性格 の もの で あ る
。

　本地方で は 特 IC宿 毛 湾 の 大 島 に 著 し い 鼠禍が み ら

れ ， 1963 年頃ピーク に 達 し た 。 演者は 1963 年 2

月 の
一

斉駆除 の 際大島 か ら収集 した 資料 を解析 し た

結果，個体群は 愛媛 県 の そ れ に 比 して ， ド ブネ ズ ミ

の み よ りな る こ と と体重構 成が 大 きい 傾 向の あ る こ

とが特異的 で あ り， 大発 生個 体群 と し て は 悪性 で あ

る こ と が判 っ た 。

一斉駆除に よ る 毒死及び捕殺個体

数か ら ， 駆除前に 1戸当 り 10頭の 密度 と推定 され ，

こ れ は 平常密度 の 約 to 倍 とみ られ る 。 そ れ に相 当

し て 個体群 の 副腎 重 量 準 位 も高 か っ た 。

一
斉駆除 の

効率 は 92％ と見積 られ ， そ の 後 の 実績 は こ れ を反

映 し て 被害 は 激減 した が ，そ の 後 ま た ふ え だ し た よ

5で あ る 。

太 田 嘉 四 夫 （北大 ・農 ・応 用動）

　北海道釧路国標茶町附近の 国有林造林地 内に 面積

1　 ha の 野外飼 育場を つ くり，そ の 中に エ ゾヤ チ ネ ズ

ミ を 放銅 し て ，1959 年夏 よ り 1963 年春 ま で ，半 自

然個 体群 の 生 存 と繁殖 に つ い て 研究し た 。 原則 と し

て 月 1 回，3− 6 日 間の 生捕 りに よ っ て 現存数 の 調

査 を行 な っ た 。 ネ ズ ミ の とれ 方 は つ ぎ の よ うで あ っ

た 。
1〕 ワ ナ 経験 の あ る もの は 未経験 の もの よ りワ

ナ に は い りや す い 。
2）繁 殖期 に は 後 に な っ て 若 い

もの が捕れ て くる こ とがあ り，餌 づ け法 に よ っ て も

捕獲率 を一定 に す る こ とは 難 しい
。
3）3− 6 日の ワ

ナ か け で 得 ら れ る ネ ズ ミは そ の 時 に 乳ばな れ して い

大 雪 山の 蚊 の活 動性

佐藤正 三 （北 海道学芸大 ・旭 川 ・ 生）

　1961年 の 6月 か ら 10月 に わた り， 大雪山系 の ひ さ

ご沼，天女 ケ 原 ， 姿見 の 池 の 各地 に お い て ，人 の 入

っ て い る蚊帳 内に来集する蚊を 1時間毎 に 捕 え ， そ

の 種類 と数 と を調 べ て 次 の 結果 を得 た外 1） Aedes

cmnmunis ト カ チ ヤ ブ カ ，　 A ・panetorチ シ マ ヤ ブ

カ，　A ・dinntaeus　ヒ サ ゴ ヌ マ ヤ プ カ ，　 Culiseta

k砌 a −yamensis ミ ス ジ ハ ボ シ カ ，　 A ．　eseensis エ ゾ

ヤ ブ カ の 5 種類が得 られ たが ， 総 じて 最 も多 い の は
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